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▼
今
年
も
三
月
最
終
週
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
こ

の
期
間
暖
か
い
お
茶
を
用
意
し
ま

す
。
木
曜
に
紅
茶
セ
ミ
ナ
ー
も
行

い
ま
す
。 

「
武
蔵
野
の
空
襲
と
戦

争
遺
跡
に
つ
い
て
」 

吉
祥
寺
の
杜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 

 
 

  
元
の
面
影
を
残
す
植
生
を
生
か
す
た
め
メ
ッ

シ
ュ
調
査
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
委
員
の
実
地
踏
査
で
は
、
幹
線
道
路
沿

い
と
い
う
場
所
柄
と
今
年
の
猛
暑
水
不
足
な
ど

条
件
が
悪
く
実
現
し
ま
す
ん
で
し
た
。 

 

十
一
月
６
日
、
都
市
計
画
公
園
決
定
説
明
会

で
、
公
園
名
が｢

吉
祥
寺
の
杜 
宮
本
小
路
公
園｣

に
決
ま
り
、
同
月

21
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

最
終
的
な
公
園
計
画
は
、
こ
こ
で
の
意
見
を
参

考
に
し
て
市
が
決
め
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
話
し
合
い
の
中
身

は
８
割
方
共
通
し
て
お
り
、
左
の
二
つ
で
す
。 

①
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
広
場
も
設
け
る 

②
残
す
べ
き
自
然
を
保
護
す
る
部
分
を
取
る 

 

こ
の
二
つ
を
専
門
家
が
ど
う
図
面
に
落
と
し
込

む
か
で
す
。
残
り
は
防
災
関
連
設
備
で
、
市
と

住
民
に
温
度
差
が
あ
り
、
防
災
ト
イ
レ
以
外
は

市
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
印
象
で
す
が
、
今
後
議

論
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
用
ト
イ
レ
を

推
す
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

五
日
市
街
道
側
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ニ
ュ
ー

ス
が
貼
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

バ
ス
研
修
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を 

 
 

 
 

十
一
月

28
日
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
び
に
、
24

年
一
月
末
開
設
の
甲
府
市
南
部｢

ゆ
め
ソ
ー

ラ
ー
館
や
ま
な
し
」へ。
バ
ブ
ル

期
に
工
業
団
地
開
発
し
た
ま

ま
未
使
用
だ
っ
た
米
倉
山
丘

陵
地
を
、
東
電
が
県
と
共
同

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
発
電
に
使
っ
た

も
の
で
、
従
来
の
シ
リ
コ
ン
素

材
よ
り
進
化
し
た
、
気
温
が

高
く
て
も
発
電
能
力
が
落
ち

に
く
い
Ｃ
Ｉ
Ｓ
薄
膜
化
合
物
の

パ
ネ
ル
を
、
影
に
よ
る
ロ
ス
を
小
さ
く
風
に
負
け

ぬ
よ
う
斜
度
を
小
さ
く
並
べ
る
な
ど
特
色
が
あ

り
ま
す
。
約
三
千
四
百
世
帯
に
電
力
を
供
給

中
。
除
草
は
社
員
扱
い
の
ヤ
ギ
で
す
。
太
陽
光

発
電
は
広
大
な
面
積
が
必
要
な
の
で
、
都
市
部

で
は
屋
根
の
活
用
し
か
な
い
か
も
。 

 

石
和
の
古
柏
園
で
昼
食
と
入
浴
、
山
梨
中
央

銀
行
金
融
資
料
館
で
お
金
の
歴
史
を
み
っ
ち

り
勉
強
し
ま
し
た
。
袖
の
下
百
両
の
重
さ
、
千

両
箱
を
担
い
で
屋
根
を
走
る
な
ど
無
理
な
こ

と
も
実
感
。
一
見
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 
 

バ
ス
研
修
四
日
後
に
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井

崩
落
事
故
が
発
生
。
一
寸
先
は
闇
。 

  
つ
ど
い 

 
東
京
で
最
初
に
空
襲
を
受
け
た
武
蔵
野
市
。 

  

昭
和
19
年
十
一
月
24
日
は
武
蔵
野
市
が
東

京
で
初
め
て
爆
撃
さ
れ
た
日
で
す
。
昨
年
武
蔵

野
市
平
和
記
念
の
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。
十
一

月

22
日
の
つ
ど
い
は
、
牛
田
守
彦
法
政
大
学

中
・高
校
教
諭
の
お
話
。 

 

空
襲
は
陸
・海
の
戦
闘
機
エ
ン
ジ
ン
を
つ
く
っ
て

い
た
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
に
、
十
一
月
か

ら
翌
年
八
月
８
日
ま
で
９
回
あ
り
、
工
場
内
の

死
者

220
名
。
周
辺
に
も
犠
牲
者
が
多
数
出
ま

し
た
。
七
月
に
は
柳
沢
に
パ
ン
プ
キ
ン
型
原
爆
摸

擬
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
で
は
５
万

人
ぐ
ら
い
働
き
、
中
学
や
女
学
校(

旧
制
）約
40

校
か
ら
三
千
人
が
動
員
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

市
内
に
は
東
伏
見
神
社
の
慰
霊
碑
、
源
正
寺

の
傷
つ
い
た
墓
石
、
延
命
寺
境
内
の
不
発
弾
、

戦
争
犠
牲
者
の
名
が
刻
ま
れ
た
平
和
観
音
の

台
座(

貴
重
）、
武
蔵
野
女
子
学
院(

現
武
蔵
野

大
学)

の
散
華
乙
女
の
碑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
島
の
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
で
子
ど
も
も
含
め

周
辺
に
大
き
な
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
地
域
の

状
況
を
調
べ
る
こ
と
で
戦
争
を
身
近
な
問
題
と

し
て
実
感
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

歴
史
の
教
訓
に
照
ら
し
て
平
和
的
な
解
決
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

九
月

29
日 

第
３
回
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
略 

-

教
育
・
人
材
導
入
に
み
ら
れ
る- 

 
 

池
田
充
裕
山
梨
県
立
大
准
教
授 

 

淡
路
島
の
面
積
に
四
百
万
が
住
む
無

資
源
の
都
市
国
家
が
、
豊
か
さ
を
保
持

し
な
が
ら
生
き
残
る
た
め
に
一
党
独
裁

の
人
民
行
動
党
が
採
っ
た
戦
略
が
、
独
立

初
期
は
言
語
民
族
別
だ
っ
た
初
等
中
等

教
育
を
統
合
し
、
授
業
用
語
を
英
語
に

統
一
し
、
労
働
市
場
の
要
求
に
即
応
す

る
人
材
育
成
で
す
。
90
年
代
以
降
は
高
度
な

知
識
・技
能
と
指
導
力
を
備
え
た
人
材
の
供
給

機
関
へ
大
学
を
シ
フ
ト
さ
す
、
産
官
学
連
携
で

現
在
は
世
界
の
頂
点
に
立
つ
教
育
研
究
拠
点
を

目
指
す
。
更
に
は
東
洋
の
ボ
ス
ト
ン
を
目
指
し
、

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
工
科
大
や
淅
江
大
な
ど
海
外

超
有
名
カ
レ
ッ
ジ
と
の

提
携
大
学
で
ア
ジ
ア
の

優
秀
な
留
学
生
を
集

め
、
米
中
を
結
ぶ
教
育

ハブ
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

十
二
月
９
日 

第
４
回 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
将
来
展
望 

 
 

 
 

 
 

 

岩
崎
育
夫
拓
殖
大
学
教
授 

 
第
１
回
に
謎
解
き
の
よ
う
に
、
不
思
議
な
国

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
全
体
像
を
語
っ
て
、
感
動
的
な

講
義
だ
っ
た
岩
崎
先
生
２
回
目
の
登
場
で
す
。 

 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
全
国
統
一
テ
ス
ト
の
厳
し
い

選
別
の
上
位

２５０
名
を
国
家
に
役
立
つ
人
材
と

し
て
教
育
し
、
卒
業
す
る
と
官
僚
や
ほ
ぼ
国
営

の
企
業
に
戦
略
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
そ
の

他
の
国
民
か
ら
不
満
を
出
さ
す
な
い
分
配
が
可

能
な
経
済
的
利
益
を
生
み
出
し
つ
づ
け
て
来
た
。

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
本
部
を
自
認
す
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
も
、
今
次
の
戦
略
に
悩
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。  

詳
し
く
は
記
録
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

      

▼
事
務
室
の
エ
ア
コ
ン
が
遂
に
作
動
す
ず
、
新
品
に

取
換
え
ま
し
た
。
前
の
70
％
の
大
き
さ
で
軽
量
。 

▼
酷
使
し
て
き
た
ピ
ア
ノ
買
い
替
え
を
検
討
中
。 

▼
停
電
用
ナ
イ
ト
ラ
イ
ト
、
ラ
ン
タ
ン
を
備
え
付
。 

▼｢

地
域
防
災
計
画
修
正
案
検
討
委
員
会｣

の

提
案
に
つ
き
、
当
コ
ミ
セ
ン
で
出
来
る
こ
と
を
一

月
の
コ
ミ
研
連
に
提
出
し
ま
す
。
昨
年
三
月
地

震
後
に
運
営
委
員
会
で
協
議
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
平
成

16
年
総
会
の
災
害
時
の
方
針
な
ど
蓄

積
は
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
自
己
点
検
評
価
集
約

を
一
月
５
日
実
施
。 

▼
十
月
28
日
囲
碁
大
会
、
十
一
月
24
日
カ
ル

タ
大
会
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

▼
十
月

30
日
、
健
康
体
操
全
市

21
会
場
参

加
者
交
流
会
で
九
浦
の
家
は
準
優
勝
で
し
た
。 

▼
十
一
月
18
日
フ
リ
マ
盛
会
。
来
館
者

350
名
。 

▼
奇
数
月
第
四
水
曜

14
時
三
遊
亭
橘
也
さ

ん
、
偶
数
月
第
三
水
曜

14
時
上
方
落
語
立
川

雲
水
さ
ん
。
上
方
落
語
の
こ
て
こ
て
感
。 

▼
利
用
者
の
靴
や
コ
ー
ト
の
間
違
い
が
連
発
し

て
い
ま
す
。
人
数
が
多
い
時
は
、
靴
は
袋
へ。
ハ
ン

ガ
ー
は
室
内
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。 

▼
武
蔵
野
社
会
教
育
を
考
え
る
会
財
政
勉
強

会
作
成
武
蔵
野
市
民
財
政
白
書｢

武
蔵
野
は
す

み
よ
い
ま
ち
？
」九
浦
の
家
で
販
売
し
て
い
ま
す
。  

 

▼
年
末
年
始
、
十
二
月

28
日
～
一
月
４
日
の

間
休
館
い
た
し
ま
す
。 
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街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

十
月

26
・
27
日
の
三
中
く
ぬ
ぎ
祭
は
、

二
年
学
年
劇
、
三
年
ク
ラ
ス
劇
３
つ
と
も
自

分
に
向
き
合
う
テ
ー
マ
。
シ
ナ
リ
オ
か
ら
衣

装
、
音
楽
、
照
明
プ
ラ
ン
も
自
分
た
ち
で
。

テ
ー
マ
も｢

夕
鶴｣

時
代
と
は
違
う
上
、
劇
中

に
ダ
ン
ス
が
入
っ
た
り
、
こ
っ
た
照
明
だ
っ
た

り
、
全
部
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
は
音

に
聞
く
三
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
し
め
く
く

り
。
撮
影
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
三
中
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

十
一
月

10
日
本
宿
小｢

は
と
の
子
発

表
会｣

保
護
者
鑑
賞
日
に
は
、
60
周
年

記
念
式
典
で
発
揮
し
た
力
を
そ
の
ま
ま

発
表
に
。
一
・三
・五
年
が
歌
と
楽
器
、

ニ
・四
・六
が
劇
。
音
楽
は
、
一
年
生
か
ら

上
級
に
す
す
む
過
程
で
様
々
な
楽
器
が

ど
う
習
得
さ
れ
、
複
雑
な
合
奏
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
か
が
理
解
で
き
る
構
成
で
し

た
。
左
上
写
真
は
６
年
劇
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
。

ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
。
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
の
ハ
イ
エ

ナ
の
群
れ
は
素
晴
ら
し
い
表
現
で
し
た
。 

 

外
環
地
上
部
街
路
問
題 

  

第

12
回
外
環
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話

し
合
い
の
会
が
十
月
４
日

19
時
か
ら
商
工

会
館
で
行
わ
れ
、
や
っ
と
本
題
に
入
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
都
の
構
成
員
が

時
と
し
て
構
成
員
と
し
て
で
な
く
、
事
務
局

と
し
て
都
の
主
張
を
述
べ
る
こ
と
に
対
し
て
、

第
１
回
の
申
し
合
わ
す
と
違
う
旨
の
苦
情
が

出
ま
し
た
。
９
回
か
ら

11
回
の
議
事
録
確

認
が
こ
の
日
合
意
を
見
ま
し
た
。
再
度
の
現

場
視
察
を
求
め
て
い
た
石
原
知
事
の
辞
任

で
、
外
環
道
地
下
化(

知
事
と
扇
大
臣
）で

消
え
た
と
思
わ
さ
れ
た
地
上
部
道
路
が
あ

る
と
い
う
計
画
の
拠
所
が
ぼ
や
け
た
ま
ま
に

な
り
そ
う
で
す
。
次
回
第

13
回
は
、
新
都

知
事
に
な
っ
て
ニ
月
に
開
催
見
込
み
で
す
。 

 

前
に
進
み
た
い 

東
町
二
丁
目
道
路
問
題 

 
 
 
 

十
二
月
２
日
住
民
集
会 

 

東
十
一
小
路
他
女
子
大
通
り
に
面
す
る

小
路
の
抜
け
道
化
を
止
め
た
い
と
平
成

18

年
か
ら
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
も

共
に
市
、
警
察
に
掛
け
合
っ
て
き
ま
し
た
。

二
年
半
前
、
警
察
か
ら
全
小
路
右
折
禁
止

案
の
打
診
が
あ
り
、
こ
の
案
に
対
す
る
賛
否

の
署
名
を
対
象
世
帯
の
９
割
方
、
418
世
帯

分(

８
割
同
意
２
割
反
対)

を
戴
き
ま
し
た
。

昨

23
年
月
に
こ
の
ま
と
め
を
武
蔵
野
警
察

に
提
出
し
ま
し
た
。
警
察
で
審
議
の
上
、
公

安
委
員
会
に
上
申
し
判
断
を
求
め
る
と
い

う
説
明
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
武
蔵
野

署
の
人
事
異
動
で
、
担
当
課
長
は
４
名
代
わ

ら
れ
、
長
く
担
当
し
た
係
長
も
今
年
十
月

異
動
で
、
経
過
説
明
に
こ
の
集
会
に
出
席
す

る
約
束
が
流
れ
ま
し
た
。 

警
察
と
の
連
絡
は
担
当
の
都
市
整
備
部
交

通
対
策
課
係
長
が
取
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月

28
日
新
武
蔵
野
警
察
交
通
課
長

と
新
係
長
に
面
談
し
た
と
こ
ろ
、
①
高
齢
者

送
迎
バ
ス
、
ゴ
ミ
収
集
事
業
者
、
練
馬
区
境

住
民
の
意
見
を
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
②
区

境
立
野
に
設
置
し
た
信
号
機
の
時
間
が
短

い
と
苦
情
が
あ
っ
た
。
③
右
折
反
対
の
意
見

の
方
も
警
察
に
来
て
い
る
―
の
で
、
「警
察
が

場
を
提
供
す
る
の
で
、
各
意
見
の
代
表
に
話

し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。 

武
蔵
野
市
は
「交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察

の
意
見
に
従
う
。
市
独
自
の
対
処
と
し
て
安

全
対
策
は
続
け
る
が
、
規
制
は
警
察
の
範
疇

で
あ
る
」と
の
姿
勢
で
す
。 

反
対
の
立
場
の
方
か
ら
、
署
名
の
と
り
方

が
不
徹
底
だ
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た 

長
い
間
警
察
が
態
度
を
お
決
め
に
な
ら

ず
、
塩
漬
け
状
態
が
長
く
次
の
一
歩
も
踏

み
出
す
ず
に
お
り
、
何
と
か
打
開
し
た
い
の

で
、
こ
の
警
察
提
案
を
受
け
入
れ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 本
工
事
が
始
ま
る
合
流
改
善
施
設 

 

ポ
ン
プ
場
跡
地
に
建
設
中
の
施
設
の
見
学

会
を
十
一
月

10
日
に
実
施
。
す
で
に
天
井

部
分
も
完
成
し
て
箱
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

法
政
跡
地
は
、
十
二
月
14
日
か
ら
ケ
ー
ソ

ン
工
法
で
底
部
分
に
な
る
540
㎡
の
底
板
と

下
に
付
く
刃
口
の
工
事
が
始
ま
り
、
一
気
に

や
る
必
要
か
ら
女
子
大
通
り
を
西
に
日
に
ミ

キ
サ
ー
車

60
台
が
４
日
程
往
復
し
ま
し
た
。

遅
れ
気
味
で
土
曜
に
も
工
事
が
あ
り
ま
す
。 

▼
東
町
事
件
事
故
九
月
〜
十
一
月
末 

人
身
事
故 

一
丁
目
５
、二
丁
目
３
、三
丁
目
１
、四
丁

目
０
計
９
件
、５
件
は
車
対
車
、そ
の
他
は
車
と
自

転
車
、自
転
車
と
人
な
ど
（ほ
と
ん
ど
か
す
り
傷
）  

物
損
事
故 

一
丁
目
５
、二
丁
目
９
、三
丁
目
３
、計
17

件
（
10
件
は
車
対
車
、車
対
自
転
車
３
件
、他
対
物
） 

事
件
犯
罪(

九
月
―
十
月
末)

侵
入
盗 

東
町
は

１
件
、
車
上
狙
１
件
、
振
込
め
詐
欺
１
件
。 

▼
十
一
月
に
東
町
で
侵
入
が
多
発
。
全
て
ア
パ
ー

ト
の
一
階
で
ベ
ラ
ン
ダ
の
掃
出
し
窓
の
鍵
の
辺

り
を
割
ら
れ
て
い
ま
す
。
侵
入
さ
れ
な
い
が
窓

を
割
ら
れ
た
の
が
一
丁
目
と
三
丁
目
の
２
か

所
。
ワ
イ
ヤ
ー
入
り
ガ
ラ
ス
、
又
は
ガ
ラ
ス
に
飛

散
防
止
シ
ー
ト
を
貼
る
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る

な
ど
予
防
を
！
。 

▼
十
月
中
旬
二
丁
目
で
夜
間
後
ろ
か
ら
来
た
自

転
車
の
男
が
ス
カ
ー
ト
の
上
か
ら
お
尻
を
さ
わ

る
１
件
。
自
転
車
の
男
が
下
半
身
を
露
出
１
件
。 

▼
女
子
大
通
り
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
刃
物
強
盗
は
、
集

金
後
と
い
う
と
帰
っ
た(

未
遂
）。 

◎
東
町
の
火
災 

十
二
月

18
日
ま
で
な
し
。  

●
急
報
。
19
日
朝
五
日
市
街
道
三
丁
目

14
で

発
砲
事
件
発
生
。
詳
細
は
警
察
が
調
査
中
で
す
。 

自
分
た
ち
で
作
っ
た
か
ぶ
り
物
と
衣

装
で
。
六
年
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本宿はとの子発表会と三中くぬぎ祭 

↑本宿小名物の全校演奏。一年生の後ろに五・六年生が立ち、体の成長も確認できます 

九月２９日、三中運動会。全校リレーです。１５名の
ムカデ競走もありました。来場者は６１６名。 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
 

◎
店
舗
で
な
い
た
め
キ
ャ
ッ
チ
が
遅
れ
ま
し
た

が
女
子
大
通
り
宅
配
ト
ン
カ
ツ
木
曽
屋
が
六
月

頃
南
町
南
病
院
ビ
ル
１
階
に
移
転
。 

◎
三
丁
目
の
方
か
ら
西
荻
伏
見
通
り
の
店
舗
に

つ
き
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
魚
の
魚
多
は
骨

董
屋
西
隣
に
移
転
、
狭
い
が
今
後
は
こ
こ
で
営

業
。
豆
腐
屋
す
で
に
閉
店
。
杉
並
病
院
東
隣
に

「 

茨
城
の
う
か
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

◎
高
齢
者
ご
愛
用
の
サ
ン
ロ
ー
ド
の
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ハ
ウ
ス
が
十
月

28
日
で
閉
店
。 

◎
四
軒
寺
交
差
点
右
折
ラ
イ
ン
設
置
の
た
め
拡

幅
に
か
か
る
、
み
す
ず
建
設
東
隣
の
設
計
事
務

所
が
十
月
既
に
更
地
化
。 

◎
十
月
末
美
大
通
り
、
九
浦
の
家
初
代
代
表
音

楽
家
和
真
さ
ん
の
「 

和
ホ
ー
ル
」
が
、
建
替
え
の

た
め
取
壊
し
。
か
つ
て
本
宿PT

A

コ
ー
ラ
ス
も
和

さ
ん
の
指
導
を
う
け
ま
し
た
。 

◎
建
設
中
の
下
水
合
流
改
善
施
設
南
隣
の
桜
の

古
木
が
防
音
壁
設
置
後
枯
れ
ま
し
た
。 

◎
五
日
市
街
道
富
士
家
具
、
十
月
中
旬
に
大
規

模
改
装
。
今
回
も
素
敵
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。 

◎
四
丁
目
の
小
美
濃
米
店
、
ご
夫
妻
と
も
高
齢

の
た
め
十
ニ
月

10
日
を
も
っ
て
閉
店
。
南
町
で

の
親
の
代
か
ら

84
年
、こ
こ
で
昭
和

27
年
新
所

帯
で
開
店
、
以
来

55
年
で
し
た
。 

サ
ン
ロ
ー
ド
突
き
当
た
り
マ
ッ
ク
十
二
月

16
日

閉
店
。
17
年
の
営
業
で
し
た
。 

◎
十
一
月

25
日
青
尐
協
の
「 

ほ
ん
じ
ゅ
く
フ
レ

ン
ド
パ
ー
ク
」
は
子
ど
も
と
父
母
や
地
域
の
人

203
名
の
参
加
。
恒
例
の
本
宿
ク
イ
ズ
に
加
え
、バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
ゲ
ー
ム
も
し
ま
し
た
。 

◎
成
蹊
大
学
理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学

科
が
、
24
年
度
も
吉
祥
寺
東
町
の
通
過
交
通
問

題
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◎
吉
祥
寺
駅
中
央
口
の
改
札
が
２
階
東
向
き
に

か
わ
る
。南
へ
の
通
路
は
ま
だ
遠
回
り
で
す
。 

 

本
宿
小
六
十
周
年 

  

街
中
に
金
木
犀
の
香
る
十
月

20
日
、
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
全
校
生
徒

258
名

が
呼
び
掛
け
唄
い
演
奏
す
る
「
ハ
ッ
ピ
イ

バ
ー
ス
デ
イ
本
宿
小
」が
式
典
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
き
、
胸
に
届
い
て
共
鳴
す
る
。 

 
 ①  

ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
イ 

デ
ィ
ア
本
宿
小 

② 

60
周
年  

記
念
の
年 

      

皆
で
に
こ
に
こ 

い
つ
も
あ
り
が
と
う 

③ 

元
気
が
い
っ
ぱ
い 

笑
顔
も
い
っ
ぱ
い 

60
歳
お
め
で
と
う 

100
歳
め
ざ
そ
う 

④ 

み
ん
な
で
遊
ん
で 

皆
で
笑
っ
て 

60
歳
の
本
宿
小
こ
れ
か
ら
も
よ
れ
し
く 

 1952

年
六
月
１
日
生
ま
れ
の
シ
ン
ボ
ル
鳩
じ

い
も
、
卒
業
生
の
鳩
じ
い
も
鳩
ば
あ
も
同
じ
気

持
ち
。
100
歳
目
指
そ
う
。
ハ
ッ
ピ
イ
バ
ー
ス
デ

イ
ト
ゥ
ー
ユ
ー
の
本
宿
小

60
周
年
記
念
バ
ー

ジ
ョ
ン
は
、
２
番
高
学
年 

３
番
低
学
年 

４
番

中
学
年
の
応
募
作
か
ら
。 

 

邑
上
市
長
、
山
上
教
育
長
、
菊
池
市
議
会

議
長
ほ
か
152
名
の
来
賓
を
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
が
心
か
ら
祝
う
60
周
年
記
念
日
で
し
た
。 

 

佐
々
木
校
長
は
一
回
生
の
高
田
誠
二
さ

ん
が
届
け
た

60
年
前
の
学
校
便
り
を
手

に
、
掲
載
の
校
歌
作
詞
者
武
田
雪
夫
氏
の

童
話
「こ
じ
か
と
ま
つ
の
き
」を
紹
介
し
、
小

鹿
を
生
徒
に
、
松
の
木
を
親
や
そ
の
親
の
こ

と
も
ず
っ
と
知
っ
て
い
て
子
ど
も
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
学
校
の
関
係
と
伝
え
ま
し
た
。 

 

地
域
の
人
で
も
あ
る
教
育
委
員
長
の
栃
折

さ
ん
は
、
登
下
校
の
子
ど
も
の
表
情
を
見
な

が
ら
地
域
は
学
校
を
支
え
、
何
気
な
い
日
常

が
本
宿
小
を
つ
く
っ
て
き
た
。
地
域
の
要
で

あ
り
拠
点
で
あ
る
本
宿
小
を
支
え
る
皆
さ

ん
に
感
謝
し
、
思
い
や
れ
る
優
し
さ
を
も
っ

て
誇
り
高
く
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

最
後
は
「こ
の
学
校
は
故
郷
で
す
」と
全
員

で
故
郷
と
校
歌
を
合
唱
。 

  

祝
賀
会
で
は
歴
代
校
長
の
思
い
出
話
に
拍
手

が
わ
き
、
全
児
童
の
笑
顔
の
自
分(

似
顔
も

あ
る
け
ど
動
物
や
花
で
表
現
し
た
の
も
）を

描
い
た
青
尐
協
と
の
コ
ラ
ボ
作
品=

写
真
（青

尐
協
寄
贈
）、
貴
重
な
写
真
の
あ
る
学
校
沿

革
史
ボ
ー
ド
（PT

A

寄
贈)

に
見
入
る
人
も
。 

同
窓
会
か
ら
は
テ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
作
品
は
今
後
プ
ー
ル
壁
面
に
飾
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
何
年
後
か
の
お
楽
し
み
。
こ

れ
私
と
言
わ
な
け
れ
ば
誰
さ
ん
だ
か
わ
か

ら
な
い
の
が
味
噌
で
す
。 

 

東
部
福
祉
の
会 

九
月

30
日 

 
 

吉
祥
寺
東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

い
ざ
と
い
う
時
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
お
役
立
ち
情
報
満
載 

 
 

折
悪
し
く
台
風
の
予
報
が
あ
り
、
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
最
後
は
30
分
繰
り
上
げ
ま

し
た
。
で
も
、
今
年
は
起
震
車
も
抽
選
に
当

た
っ
て
確
保
で
き
、
震
度
７
を
体
験
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。 

若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
く
、
お
役
立

ち
情
報
や
展
示
を
読
む
と
も
ら
え
る
ポ
イ

ン
ト
５
つ
で
出
来
る
抽
選
が
人
気(

写
真

下
）。
防
災
課
職
員
の
指
導
で
、
物
を
運
ぶ

の
に
も
素
早
い
ジ
グ
ザ
グ
並
び
の
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
も
体
験
し
ま
し
た(

写
真
上
）。 

 

←
上
級
生
の
演
奏
に
合
わ
せ
洟
が
出
て
も

熱
唱
す
る
一
年
生 

 

↓
副
校
長
、
校
長
、
同
窓
会
長
の
後
れ
に

全
児
童
が
描
き
こ
ん
だ
ボ
ー
ド 



新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
九
浦
の

家
を
ご
愛
用
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
小
型
館
で
す
が
、
気
持
ち
の
良
い

窓
口
対
応
と
、
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
は

当
協
議
会
と
し
て
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
企

画
事
業
も
多
数
の
ご
参
加
が
あ
り
、
好
評

で
し
た
。 

本
年
も
よ
れ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
浦
の
家
代
表 

小
林 

宏 

 
 

 

◇
わ
い
わ
い
広
場
一
月
23
日
14
時 

 
 

 

桜
堤
児
童
館
共
催 

小
学
生 

 

◇
九
浦
お
も
ち
つ
き 

百
人
一
首 

 

一
月
27
日(

日)

11
時
つ
き
は
じ
め 

 
 
 

◇
昔
あ
そ
び
大
会(

あ
そ
べ
え
主
催) 

 

二
月
３
日(

土)

14
時
本
宿
体
育
館
等 

 
 ◇

つ
ど
い 

 

＊
一
月
24
日(

木)

19
時
半 

 
 

｢

地
域
と
学
校
の
連
携
」 

 

＊
二
月

28
日(

木)

19
時
半 

 
 

｢

東
町
の
昭
和
史
」
東
十
一
小
路 

 

＊
三
月

28
日(

木)

14
時 

九
浦
ロ
ビ
ー 

    

紅
茶
セ
ミ
ナ
ー 

森
田
麻
美
さ
ん 

 
                

紅
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー(

キ
リ
パ
ニ) 

 

◇
九
浦
コ
ン
サ
ー
ト 

チ
ェ
ロ
田
沢
俊
一
氏 

  

三
月
16
日(

土)

14
時
～ 

ホ
ー
ル 

 

  
           

    

《
東
部
防
災
会
》
訓
練
に

130
名  

体
験
し
て
こ
れ
か
ら
を
組
み
立
て
る 

 

十
二
月
１
日
第
三
中
学
校
で
市
の
防
災
課
主

催
の
初
動
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
学

校
で
順
次
行
わ
れ
、
十
月
13
日
に
本
宿
小
で
も

行
わ
れ
た
、
災
害
発
生
時
に
避
難
所
を
開
設

す
る
ま
で
の
訓
練
で
、
三
中
が
最
終
回
で
す
。 

 
市
防
災
課
、
一
時
避
難
所
と
な
る
学
校
関
係

者
、
消
防
署
、
警
察
署
と
消
防
団
や
日
赤
奉

仕
団
、
防
災
推
進
員
、
応
急
危
険
度
判
定
員

他
、
コ
ミ
セ
ン
や
福
祉
の
会
、
青
尐
協
、PT

A

な

ど
地
域
各
団
体
も
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

東
部
防
災
会
は
、
東
京
都
の
町
会
組
織
の
な

い
地
域
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
支
援
を
受
け
て
い

る
の
で
、
都
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
防
災
課
と
の
会

議
の
中
で
、
訓
練
に
は
地
域
の
方
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
500
枚
を
近
隣
に
配
布
し
、

掲
示
板
な
ど
60
ヶ
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
。 

防
災
課
か
ら
学
校
に
依
頼
し
児
童
と
保
護
者
へ

も
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
三
中
避
難
所
担
当
の
市
若
手
職
員

の
初
動
要
員
７
名
と
共
に
参
加
者

130
名
が
、

防
災
備
蓄
倉
庫
を
開
い
て
点
検
す
る
班
、
深
井

戸
の
水
を
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
汲
出
す
班
、
災
害

時
ト
イ
レ
を
組
み
立
て
る
班
、
炊
き
出
し
班
、

崩
れ
た
塀
の
下
か
ら
工
具
を
使
っ
て
救
助
す
る

班
な
ど
、
適
当
に
分
か
れ
た
班
な
が
ら
、
ど
の

班
も
真
剣
に
取
り
組
み
「そ
う
か
、
本
番
は
、

自
分
た
ち
で
や
る
し
か
な
い
の
か
」と
気
付
か

さ
れ
た
訓
練
で
し
た
。 

 

こ
こ
で
は
自
助
、
共
助
が
大
切
。
避
難
所
で
は

自
分
た
ち
も
気
働
き
で
協
力
し
て
動
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
来
合
わ
す
た
経
験
の
な
い

住
民
で
も
確
実
に
、
手
早
く
で
き
る
か
、
そ
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
が
次
々
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
回
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
三
中
の
生
徒
さ
ん

が
約

20
名
参
加
し
、
大
活
躍
し
た
こ
と
で
す
。

昼
間
に
発
災
す
る
と
、
地
域
は
高
齢
者
と
お
ば

さ
ん
だ
け
で
す
。
中
学
生
の
機
転
が
き
く
頭
脳

と
体
力
に
ど
う
し
て
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

  

竹
内
東
部
防
災
会
会
長
に
よ
る
と
、
訓
練
後

の
防
災
課
、
都
、
コ
ン
サ
ル
、
東
部
防
災
会
、
学

校
長
・副
校
長
に
よ
る
反
省
会
で
も
、
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
べ
き
目
標
、
具
体
像
が
見
え
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

 ●NＯ．98‘13.01.01 
 

吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 

吉祥寺東コミュニティ  

センター（九浦の家）  

●電話０４２２－２１－４１４１ 

 
 

東
町(

吉
祥
寺
東
部
）ニ
ュ
ー
ス 

今
年
は
紅
葉
が
美
し
か
っ
た
で
す
。
山
茶
花
の

垣
根
も
今
年
は
一
際
の
美
し
さ
。 

◎
宮
本
小
路
に
も
二
丁
目
の
高
圧
線
付
近
に

も
ム
ク
ド
リ
の
行
列
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
情
報

お
願
い
し
ま
す
。 

◎
夕
方
ま
る
け
ん
食
堂
が
行
列
で
す
。
TV
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 予告 

東部防災会始動 
１２月１日三中防災訓練

上左 沢山の中学生の参加 上右 左端閉会挨拶する川島副会長 右隣は竹内会長 

上：梃子の原理で持ち上げる。中：トイレ
組み立て。下：防災倉庫を開け深井戸の
水を使えるようにする。 


